
2017年度 第3四半期
決算のご説明

(2017年4月1日～12月31日)

2018年1月29日
本多通信工業株式会社

代表取締役社長 佐谷 紳一郎

良好な市場環境を背景に高水準で巡航
業績予想を上方修正&増配

証券コード：6826
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1. 17/3Qの実績
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単位:百万円
16/3Q
(利益率)

17/3Q
(利益率)

対前年 業績予想
(17/10)

進捗率

売 上 高 12,468 14,586 1.2倍 19,000 77%

営 業 利 益 958
(7.7%)

1,562
(10.7%)

1.6倍 1,850
(9.7%) 84%

経 常 利 益 1,012
(8.1%)

1,665
(11.4%)

1.6倍 1,800
(9.5%) 93%

純 利 益 826
(6.6%)

1,155
(7.9%)

1.4倍 1,200
(6.3%) 96%

期中レート
期末レート

1$=107円
1$=116円

112円
113円

110円
108円

良好な市場環境を背景に高水準で巡航
17/10の修正予想に対して高い進捗



2.四半期業績推移
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売上高

営業利益
(利益率)

単位:百万円

(7.8%)

(6.0%)

(9.0%)

(9.9%) (9.7%)

◆期中レート
1$=108円 102円 109円 114円 111円

(11.9%)

111円 113円

(10.5%)

残念ながら四半期売上50億円に届かず
コストプッシュ傾向の中、10%利益を確保

3.分野別の売上推移
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対2Q:FA分野は高位継続、情報S･車載分野が増収
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(16)

(36)
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3Q：情報S/車載分野が伸長
4Q：概ね3Qレベルを期待

光ファイバーメンテ商品が一段落
新事業AOCのマーケティング開始

旺盛な需要を背景に高水準で継続
調達/要員難で顧客の生産力に天井感

数量増もバーツ高により伸び低下
春節休暇を踏まえた安定供給に注力

クラウド/DC･IoT･AIで活況継続
BP不足が深刻化、要員確保が課題

SDソケットUHSⅡの採用機種拡大
東京オリパラ向け納入スタート

4Q見通し

(平均)(平均)

＋8%

▲2% 

＋3% 

▲1%

▲8%

対17/2Q



4.営業利益 17/2Q:17/3Q 比較
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仕入コスト
アップ

▲5
情報S増販
合理化 他

+15

単位:百万円

65百万円 減益

人件費増･仕入コストアップが表面化
研究開発など仕込み活動を展開

17/2Q 17/3Q

586

521

1$=111円 1$=113円
期中レート

為替影響
▲30

バーツ高(対＄)による
取引価格連動等

国内外
人件費増

▲30 仕込み
費用増
▲15

今後も継続

5.コストプッシュ傾向への取組み
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不可避なコストプッシュ傾向に対して
生産性向上の取組みを強化

人件費､仕入価格､加工賃等が上昇

原材料不足 コスト増

自動化/省人化
ロボット/セル生産設備/
IoT検査システムの導入

業務改革
基幹システムの刷新

ムリ･ムダ･ムラの解消

パートナーとの協働
パートナーと共に

合理化を推進

新技術の活用･既存業務の見直しでコスト増を吸収

人手不足

生産性向上

設備業者不足

ハード ソフト



6.仕込みへの取組状況
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中期計画“GC20”の完遂に向け、仕込みを加速

車載カメラ用Cの事業強化

○ 次世代カメラ用の開発
ビュー〈見る〉 →  センシング〈測る〉

自動運転に向けて

○ 1,500万個生産体制の構築
全自動ライン設備は概ね完成
18年5月稼動に向けて追い込み中

○ 品質管理体制の強化
GQM(トレーサビリティ)の導入
⇒テストランから本稼働へ

光コネクション事業の創出
8K対応AOC

サンプル出荷を開始

SCF展に出展

⇒ 医療/FA機器への参入を目指す

業務用C事業の安曇野移転
商品開発&合理化の加速

○ 2016年1月
設計の一部を東京⇒安曇野へ

○ 2018年4月
設計/企画等を追加移管

車載カメラ

17年度
期初予想

(17/5)

17年度
修正予想

(17/10)

17年度
再修正予想

(18/1)
前年比

売 上 高 18,000 19,000 19,300 112%

営 業 利 益 1,600
(8.9%)

1,850
(9.7%)

2,000
(10.4%)

140%

経 常 利 益 1,500
(8.3%)

1,800
(9.5%)

2,000
(10.4%)

136%

純 利 益 1,100
(6.1%)

1,200
(6.3%)

1,450
(7.5%)

94%

期 末 配 当
（ 分 割 後 換 算 ） 13.5円 15円 18円

期中レート
期末レート

1$=108円
1$=104円

110円
108円

110円
110円

7.通期業績予想の再修正･増配
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コストプッシュ要因を踏まえた上で、業績予想を再修正
還元方針(総還元性向=30%)に則り、18円へ増配

単位:百万円



参考.単体受注 四半期推移
1Q 2Q 3Q 4Q

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
2017年度

前期比 +12 +1 -5 ―

前年比 +25 +8 +15 ―
2016年度

前期比 +1 +16 -10 +7

前年比 -2 +21 +7 +13
2015年度

前期比 +3 -6 +2 +1

前年比 -2 -7 -8 0

9

17/3QにOUT-OUT化(単体受注の下振れ要因)を実施
※社内為替レートで算出(2017年4月から1$=100→110円に変更)

参考.個人投資家様向け説明会のご案内
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当社の取り組みや新事業などを4会場でご説明
【大 阪】 IRフォーラムにブースを出展します

日 程：2月23日(金) 13:30-20:00
2月24日(土) 9:30-17:00 ※説明会 10:20-11:05

会 場：ハービスHALL

【福 岡】
日 程：3月4日(日) 13:00-13:50 
会 場：天神ビル

【つくば】
日 程：3月9日(金) 時間未定
会 場：つくば国際会議場

【東 京】
日 程：3月10日(土) 15:35-16:20
会 場：大手町KDDIホール

3月中旬に動画を
公開予定です

※お申し込み方法などの詳細は
決まり次第、当社ホームページに掲載します




